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草津町を災害から守る熱き男達の戦い草津町を災害から守る熱き男達の戦い

◆今月の特集◆今月の特集
　　平成26年度吾妻郡消防ポンプ操法競技大会　草津町にて開催しました平成26年度吾妻郡消防ポンプ操法競技大会　草津町にて開催しました

 ◆草津温泉『湯路広場』お披露目式 ◆草津温泉『湯路広場』お披露目式
  ◆  ◆第69代草津温泉感謝祭女神を紹介します第69代草津温泉感謝祭女神を紹介します
   ◆こんにちは、図書館です   ◆こんにちは、図書館です
   　草津を知るシリーズ㉘   　草津を知るシリーズ㉘
   　　   　　～ハンセン病と草津①～～ハンセン病と草津①～



吾妻郡消防ポンプ　操法競技大会操法競技大会
　

６
月

　

６
月
2929
日（
日
）、
郡
内
消
防
団
代
表
者
に
よ
る
消
防

日（
日
）、
郡
内
消
防
団
代
表
者
に
よ
る
消
防

ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
、
地
元
草
津
町
に
お
い
て

ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
、
地
元
草
津
町
に
お
い
て
1212
年
ぶ
年
ぶ

り
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

り
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
小
雨
の
降
る
中
、
各
消
防
団
の
代
表
分
団
に

　

当
日
は
小
雨
の
降
る
中
、
各
消
防
団
の
代
表
分
団
に

よ
る
素
晴
ら
し
い
操
法
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大

よ
る
素
晴
ら
し
い
操
法
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大

会
に
、
草
津
町
消
防
団
か
ら
は
、
第
１
分
団
（
分
団
長
：

会
に
、
草
津
町
消
防
団
か
ら
は
、
第
１
分
団
（
分
団
長
：

楜
沢　

征
）
及
び
第
６
分
団
（
分
団
長
：
岡
田　

薫
）

楜
沢　

征
）
及
び
第
６
分
団
（
分
団
長
：
岡
田　

薫
）

の
２
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
両
分
団
と
も
に
、
大

の
２
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
両
分
団
と
も
に
、
大

会
ま
で
の
間
、
こ
れ
ま
で
西
部
消
防
署
等
指
導
の
元
鋭

会
ま
で
の
間
、
こ
れ
ま
で
西
部
消
防
署
等
指
導
の
元
鋭

意
練
習
を
重
ね
て
お
り
、
気
迫
溢
れ
る
意
気
込
み
が
感

意
練
習
を
重
ね
て
お
り
、
気
迫
溢
れ
る
意
気
込
み
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
成
果
と
し
て
、
第
１
分
団
が
３
位
入
賞
し
、
６

　

そ
の
成
果
と
し
て
、
第
１
分
団
が
３
位
入
賞
し
、
６

分
団
に
つ
い
て
も
支
部
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
個
人

分
団
に
つ
い
て
も
支
部
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
個
人

賞
に
つ
き
ま
し
て
も
指
揮
者
第
１
分
団
太
田
達
也
、
１

賞
に
つ
き
ま
し
て
も
指
揮
者
第
１
分
団
太
田
達
也
、
１

番
員
竹
渕
光
が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
、
操
法
全
体
の
質

番
員
竹
渕
光
が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
、
操
法
全
体
の
質

の
高
さ
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

の
高
さ
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
を
契
機
に
、
地
域
消
防
防
災
の
要
で
あ
る

　

こ
の
大
会
を
契
機
に
、
地
域
消
防
防
災
の
要
で
あ
る

草
津
町
消
防
団
の
団
結
力
を
更
に
昇
華
し
、
今
後
の
活

草
津
町
消
防
団
の
団
結
力
を
更
に
昇
華
し
、
今
後
の
活

動
に
役
立
て
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

動
に
役
立
て
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

郷土愛で草津町を守る　 熱き男達の戦い！ 熱き男達の戦い！

ポンプ操法とは？
　吾妻郡で２年ごとに開催される大会で、今年は12年ぶりに

草津町での開催。消防団員が火災現場で使用する機械器具な

どの基本的な取扱いとポンプ車の操作方法の習得を目的とし

たもので、団員が火災現場で対応できる体制の確立を目標と

しています。

　競技内容は、迅速かつ的確に火災に見立てた標的（火点）

を放水で倒すタイムと節度を競うもので、選手は各分団から

５人ずつ選出されます。指揮官（全体の指揮や号令をかける）・

１番員（１回目の放水）・２番員（２回目の放水）・３番員（放

水命令などの伝令）・４番員（ポンプ車の操作）です。

規定タイムを突き破られるか！
仕事の傍ら、毎晩訓練に励み、磨き
上げたチームの団結力で、精鋭達が
挑む大会です。
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吾妻郡消防ポンプ　操法競技大会吾妻郡消防ポンプ　
平成26年度 群馬県消防協会吾妻支部 主催
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操法競技大会成績【ポンプ車の部】
優 勝 東吾妻町消防団 第２分団第２部

準 優 勝 長野原町消防団 第８分団

第 ３ 位 草津町消防団 第１分団

第 ４ 位 中之条町消防団 第１分団第２部

第 ５ 位 東吾妻町消防団 第５分団第３部

支部長賞 草津町消防団 第６分団

操法競技大会優秀賞【ポンプ車・個人の部】
指 揮 者 草津町消防団 太田達也

１ 番 員 草津町消防団 竹渕　光

２ 番 員 東吾妻町消防団 中澤裕太

３ 番 員 中之条町消防団 黒田　知

４ 番 員 東吾妻町消防団 松井裕一
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太 田 達 也
左官業

小 林 哲 也
塗装業

橋爪今朝幸
建築業

安 藤 伸 昭
測量業

西 村 陽 介
塗装業

両 川 武 志
自動車販売業

竹 渕 　 光
建設業

小 林 厚 朗
酒店勤務

横澤ロネル
飲食業

黒 木 　 隆
サービス業

指 揮 者

指揮者の合図とともに、
各番員が消防車に乗り込
み操法に入る。競技の進
行を取り仕切る、チーム
の核となる役割を担う。

１ 番 員

１回目の放水を行う番員。
緊張が張り詰める中での
放水は大きなプレッシャー
が伴う。

２ 番 員

２回目放水を行う番員。
１番員との連携も重要と
なる、操法を軌道に乗せ
る大きな役割を担う。

３ 番 員

放水命令などの伝令を行
う番員。走行距離や器具
など複雑な操作を取り扱
う。

４ 番 員

消防車両の操作を行う番
員。放水圧力を間違った
だけで即危険行為とみな
され、大減点となること
から、ちみつな操作が要
求される。

第１分団第６分団

いでゆ　第595号 4



　ポンプ操法大会は火災出動を想定し出動から消火そして撤収するまで
の一連の動作をいかに的確に素早く行うかを競う競技です。
　山に雪が残っている４月から消防署員の方々の指導の下、練習は始ま
りました。緊張した表情の中にもなごやかな雰囲気の中での練習も日を
重ねる毎に選手の表情は厳しく真剣そのものとなっていきました。
　一挙手一動作について足先から指先まで動作の正確性を問われます。
そして、その操作は選手全員が連携して行う訳ですから、責任感　連帯
感が分団員全員一体となっての練習となっていきます。多忙な日常の仕
事をこなしての練習です。寝食を忘れ練習に心と体を打ち込みます。大
会当日草津町の会場は長雨の為田んぼの様な状態となってしまいました。
　早朝よりの消防団員全員による会場整備を行いました。大会は第６分
団小林哲也さんの選手宣誓により始まり、第１分団は総合３位入賞。第
１分団指揮者太田達也さんと、第１分団竹渕光さんは優秀賞と立派な成
績で大会は終了しました。
　苦しく厳しい練習に打ち込んだ第１分団、第６分団の選手そしてそれ
を支えてくれた、分団員のみなさん。熱心に指導してくださった講師の方、
大会運営会場作りと消防団全員が熱く闘ったポンプ操法大会でした。
　本当に皆さんご苦労様でした。

草津町消防団長

大 熊 利 夫

　この大会練習中は、仲間達と消防学校で学んだり、講習会やリハーサ
ルへ参加したり飲食を共にしたりと数々の感動やドラマがあった３カ月
でしたので大会が終わってほっとした反面なんとなく寂しい気持ちです。
　さて、競技会ですが我々第１分団は頂点には届きませんでしたが、こ
の競技レベルの高い吾妻郡で草津町歴代最高位の３位の結果を残すこと
ができました。
　表彰式で「草津町消防団第１分団」と呼ばれた時の感動は今も鮮明に
残っています。OB方が常日頃言っている「第１分団はやる時はやる‼ 」
と言うことも新たに認識した瞬間でもありました。
　また、個人賞では指揮官と１番員の２名が優秀賞を獲得することがで
きました。
　これらは、選手の努力はもちろんのこと、一緒になり励し支え黒子に
徹してくれた仲間達がいてくれたからこそ獲れたのだと思います。皆、
本業を持ちながらの消防団活動ですので時には本業を犠牲にしたり、時
には理不尽なことも多かったと思いますが、よく頑張ってくれたその成果
でもあります。
　このポンプ車操法は、有事の時大変威力を発揮するので「自分の町は
自分で守る‼ 」と考えた時、草津町の役に立てると確信しています。この
競技に終わることなくこれからも１分団員が団結してやっていければと思
います。
　３カ月間ご指導してくれた西部消防署員の皆様を始めとする消防関係
の方々誠に感謝しております、ありがとうございました。
　また、町民の皆様の温かいご声援本当にありがとうございました。

草津町消防団
第１分団分団長

楜 沢 　 征

　吾妻郡ポンプ操法競技会、大変お疲れ様でした。

　雪の残る時期から地道に訓練を始め、６月29日の競技会まで選手

は勿論のこと、選手を支えて下さったご家族を始め、草津町消防団各

位のご協力ご尽力の賜物だと思います。

　今回の競技会は地元、草津町での開催という事もあり、選手のみな

さんの「気合」は凄まじい物があり、指導する消防職員にも熱意がひ

しひしと伝わりました。

　このポンプ操法競技会は県内でもレベルが非常に高く、特に吾妻郡

の競技会では年々、ハイレベルになっています。その中で第１分団の

太田さん、竹渕さんは個人賞を受賞しチームとしては総合３位に入賞

しました。

　団結力のある第６分団も僅差で入賞は逃してしまいましたが、立派

な成績でした。

　今後も消防団、消防署と互いに協力し、草津町を訪れる観光客や草

津町民の安全・安心を担って行きたいと思います。今後ともよろしく

お願いいたします。

消防主任の小言
　草津町消防団のみなさん。また、出場いたしました第１分団・第６分団のみな
さん大変おつかれさまでした。12年ぶりの地元開催と言う事で消防団と草津町全
体が一体となって盛大にできた事を大変感謝しております。出場分団については、
本業がありながら、春から雨の日も風の日も雪の日も一生懸命練習をし、消防団
本部が分団のサポートをしながら、たくさんの講師にも指導を受けました。講師
の先生たちには改めて感謝申し上げます。
　大会１本、数十秒の競技の為に、出場分団は悩み、鬼のような練習を重ね熱く
考えるがゆえに意見の食い違いもあったでしょう。しかし、そのような思いをの
りこえ分団又は消防団全体が一つになり感動・笑い・涙になったのだと思います。
特に選手・分団はいい思い出になったのではないでしょうか？操法の練習は、大
会が終わっても有事や訓練など今後も大いに役立ち、なにより草津町消防団が円
となり命令・指揮系統を抜群に発揮すると思います。伝統ある草津町消防団は今
後もお客様はもとより町民の期待の星なのです。

吾妻広域消防本部
西部消防署長

霜 田 春 二

　６月29日（日）に開催された吾妻郡ポンプ操法競技大会に第６分団
が参加いたしました。選手５名を決める時から今回出場してくれた選
手達は、自分が出る番であるという自覚と不安の中ではあったと思い
ますが、４月から消防署の皆さんに指導をいただきながら練習を始め、
地元開催というプレッシャーとも戦いながら本番を迎えました。
　本当に選手の５名は３カ月間頑張ってくれました。そして選手をサ
ポートする団員も３カ月選手と共に準備をしたりホースを巻いたり
と手伝いをしてくれました。この３カ月間は第６分団にとって貴重な
時間であり、より一層分団が団結した時間だったと思います。本番で
は練習以上の操法で終わる事ができ、さすが６分団という思いでいっ
ぱいでした。
　ポンプ操法競技大会を終えて、長い練習期間ではありましたが練習
から本番まで、多くの方々に激励や応援をいただきました。また３カ
月間一緒になって指導していただいた消防署の皆さんには本当に感
謝いたします。皆さん本当にありがとうございました。
　第６分団の現状は少数ではありますが、今回の経験を生かしながら
団員全員が一致団結して、今後の消防活動を行っていきたいと思って
います。

草津町消防団
第６分団分団長

岡 田 　 薫

　前日から降り続いた雨の影響で、最悪の　前日から降り続いた雨の影響で、最悪の
コンディションであった会場も、草津町消コンディションであった会場も、草津町消
防団員一丸となり修復に努めました。防団員一丸となり修復に努めました。
　本当にお疲れ様でした。　本当にお疲れ様でした。

吾妻郡消防ポンプ操法競技大会を終えて…

インタビュー②

インタビュー④

インタビュー①

インタビュー③
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草津温泉『湯路広場』草津温泉『湯路広場』
平成26年７月５日　お披露目式が開催されました平成26年７月５日　お披露目式が開催されました
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き
を
楽
し
み
な
が
ら
温
泉
情
緒
を
感
じ
ら
れ
る
新
し
い
中
に
も

ど
こ
か
懐
か
し
さ
が
残
る
棚
田
風
の
広
場
、
木
回
廊
、
そ
し
て
質
の
高
い
ト
イ
レ
棟

を
備
え
た
「
湯
路
広
場
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
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５
月
22
日（
木
）に
開
催
さ
れ
た
中
之
条

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
定
時
総
会
に
お
い

て
草
津
町
人
権
擁
護
委
員
で
あ
る
山
口
育

代
さ
ん
が
群
馬
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
多
年
に
わ
た
り
人
権
相

談
を
受
け
た
り
、
人
権
擁
護
を
広
め
る
活

動
を
積
極
的
に
行
う
な
ど
の
功
績
が
認
め

ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
と
は
地
域
住
民
の
人
権

が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
常
に
注
意
を
払

い
、
人
権
が
侵
害
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の

救
済
に
あ
た
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
啓

発
活
動
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

草
津
町
に
は
、
町
長
が
推
薦
し
、
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
３
人
の
人
権
擁
護

委
員
が
お
り
、
毎
月
25
日
に
草
津
町
役
場

に
お
い
て
人
権
相
談
会
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

群
馬
県
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
長
表
彰
を
受
賞

山
口
育
代
さ
ん

　これらの事業は自治宝くじの収益金を財源とするコミュニティの助成事業であり、宝くじの普及広報を行

うこと・コミュニティの健全な発展を図ることを目的として各自治会などへ助成を行っているものです。草

津町では区民館の改修工事や神輿の修繕、祭り用品の購入等で、助成事業を活用させていただき、地域の活

性化や住民の交流の場に活かされています。

滝下区 新田区

テ
ン
ト
・
投
光
器
・
発
電
機
を
購
入
し
ま
し
た

【
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
】

テ
ン
ト
・
机
・
い
す
・
祭
り
用
提
灯
を
購
入

し
ま
し
た 

【
魅
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
】

大嶋区長（右）と小林副区長（左） 市川区長

　「テントも新しくなり、気分も
一新、楽しく集まれる社務所にな
りましたので、遊びに出かけてく
ださい」と抱負を語ってください
ました。

　「地区の高齢化も進み、備品の出
入れが大変でした。とても軽い椅子、
机になったのでとても楽になり助か
ります。テント、提灯も新しくなり嬉
しい限りです」と語ってくれました。

報告

人権イメージキャラクター　人KENまもる君 人KENあゆみちゃん
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第68代温泉女神 宮崎麻希さんから
たすきを引き継ぐ新女神の黒岩さん

草
津
温
泉
感
謝
祭
女
神
を

紹
介
し
ま
す

紹
介
し
ま
す

第第
6969
代代

黒
岩
千
尋

黒
岩
千
尋
さ
ん
さ
ん

　

６
月
20
日
、
役
場
に
お
い
て
草
津
温
泉
感
謝
祭
女
神
の
記
者
発
表
が
行
わ
れ
、

第
69
代
温
泉
女
神
が
誕
生
し
ま
し
た
。
新
し
い
女
神
は
８
月
の
温
泉
感
謝
祭
を
皮

切
り
に
、
数
々
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
に
参
加
し
ま
す
。

黒岩千尋（くろいわ　ちひろ）さん　プロフィール
現在、早稲田大学大学院に通う22歳の大学院生。
世界遺産やカンボジアのアンコールワット遺跡、バイヨン遺跡をはじめとする古代遺跡の研究をす
る傍ら、東北地方で震災復興のための町づくりにも携わっています。
現在は草津温泉の旅館建築や歴史的な街並み構成を知るために古い旅館建築の調査や草津の歴史を
学んでいます。
「町民やお客様に草津温泉をもっと知ってもらえるように頑張りたい」と抱負を語ってくれました。
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草
津
町
職
員
採
用
試
験
（
平
成
27
年
度
採

用
）
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
受
験
希
望

者
は
要
領
に
従
い
申
し
込
ま
れ
ま
す
よ
う
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。

１ 　

試
験
区
分
、
採
用
予
定
人
員
及
び
職
務

内
容

・
試
験
区
分　

教
養
試
験
（
高
校
卒
程
度
）

・
採
用
予
定
人
員　

若
干
名

・
職
務
内
容　

一
般
的
な
書
記
的
業
務
又
は

補
助
業
務
に
従
事
す
る
。

２　

受
験
資
格

【
教
養
試
験
】

⑴
昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

⑵
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
受
験

で
き
ま
せ
ん
。

①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

②
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
す
る
者

ア　

成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
（
準
禁

治
産
者
を
含
む
）

イ　

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執

行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執
行
を
受

け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

ウ　

日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た

政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張

す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、

又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

３　

試
験
の
方
法

　

試
験
は
第
１
次
試
験
及
び
第
２
次
試
験
と

し
、
第
２
次
試
験
は
第
１
次
試
験
合
格
者
に

対
し
て
の
み
行
い
ま
す
。

①
第
１
次
試
験

・
試
験
区
分　

教
養
試
験

・
内
容　

一
般
的
な
知
識
・
知
能
に
つ
い
て
、

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
択
一
式
試
験
を
行

う
。

・
出
題
分
野
：
社
会
、
人
文
及
び
自
然
に
関

す
る
一
般
知
識
並
び
に
文
章
理
解
、
判
断

推
理
、
数
的
推
理
及
び
資
料
解
釈
に
関
す

る
一
般
知
能

・
試
験
時
間　

２
時
間
（
出
題
数　

40
題
）

②
第
２
次
試
験

・
口
述
試
験　

主
と
し
て
人
物
に
つ
い
て
試

験
を
行
い
ま
す
。

・
作
文
試
験　

識
見
、
論
理
性
、
文
章
力
等

に
つ
い
て
の
試
験
を
行
い
ま
す
。

４　

試
験
日
程
・
場
所
及
び
合
格
発
表

①
第
１
次
試
験　

平
成
26
年
９
月
21
日（
日
）

・
受
付　

午
前
９
時
00
分
〜
午
前
９
時
45
分

・
説
明　

午
前
10
時
00
分
〜

・
試
験　

午
前
10
時
15
分
〜

・
会
場　

バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー
ル
（
中
之

条
町
文
化
会
館
）
会
議
室
（
中
之
条
町
大

字
西
中
之
条
１
３
５
）

※
第
１
次
合
格
者
の
発
表
は
、
平
成
26
年
10

月
中
旬
ま
で
に
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

②
第
２
次
試
験

・
平
成
26
年
10
月
下
旬
〜
11
月
上
旬
予
定

　
（
第
１
次
試
験
合
格
者
へ
別
途
通
知
）

・
会
場　

草
津
町
役
場　

会
議
室

　
（
草
津
町
大
字
草
津
28
）

※
最
終
合
格
者
の
発
表
は
、
平
成
26
年
11
月

中
旬
ま
で
に
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

※
採
用
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
と
な
り
ま

す
。

５　

給
与

　

初
任
給
は
、
草
津
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
に
基
づ
き
支
給
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か

給
与
条
例
の
定
め
に
従
い
、
扶
養
手
当
、
住

居
手
当
、
通
勤
手
当
又
は
期
末
手
当
等
を
支

給
し
ま
す
。

６　

受
験
申
込
手
続
及
び
受
付
期
間

①
受
験
申
込
用
紙
の
交
付

・
受
験
申
込
用
紙
は
、
草
津
町
役
場
愛
町
部

総
務
課
で
交
付
し
ま
す
。

・
郵
便
で
申
込
用
紙
を
請
求
す
る
場
合
は
、

封
筒
の
表
に
「
採
用
試
験
受
験
申
込
用
紙

請
求
」と
朱
書
し
、１
２
０
円
切
手
を
貼
っ

た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
（
定
形
外
封

筒
、
Ａ
４
対
応
）
を
必
ず
同
封
し
て
草
津

町
役
場
愛
町
部
総
務
課
ま
で
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

②
申
込
手
続

・
申
込
書
の
注
意
事
項
を
よ
く
読
ん
だ
上
で

必
要
事
項
を
記
入
し
、写
真
２
枚
を
貼
付
し

て
愛
町
部
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
郵
送
の
場
合
は
簡
易
書
留
と
し
、
封
筒
の

表
に
「
採
用
試
験
申
込
」
と
朱
書
し
て
く

だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

In
fo
rm
atio
n

草
津
町
職
員
採
用
試
験
（
平
成

27
年
度
採
用
）
の
ご
案
内

〜
行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜

③
申
込
受
付
期
間

・
平
成
26
年
８
月
４
日
か
ら
平
成
26
年
８
月

19
日
ま
で
受
付
け
ま
す
。

・
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
で
す
（
土
曜
日
、
日
曜
日

及
び
祝
日
を
除
く
）。

・
郵
送
申
込
の
場
合
は
、
平
成
26
年
８
月
19

日
必
着
の
も
の
に
限
り
受
付
け
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

草
津
町
役
場
愛
町
部
総
務
課
人
事
給
与
係

　

℡  
８
８
・
０
０
０
１

　

８
月
１
日
か
ら
保
険
医
療
機
関
で
御
提
示

い
た
だ
く
「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」

が
新
し
く
な
り
ま
す
。
新
し
い
被
保
険
者
証

の
色
は
「
紫
色
」
で
す
。
今
ま
で
の
被
保
険

者
証
は
８
月
以
降
ご
使
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
新
し
い
被
保
険
者
証
を
７
月
中
に

お
手
元
に
届
く
よ
う
に
簡
易
書
留
で
郵
送
し

ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の

皆
様
へ
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◆
子
宮
頸
が
ん
検
診

　

21
歳
・
26
歳
・
31
歳
・
36
歳
・
41
歳
の
女
性

◆
乳
が
ん
検
診

　

41
歳
・
46
歳
・
51
歳
・
56
歳
・
61
歳
の
女
性

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課

　

℡  
８
８
・
５
７
９
７

　

平
成
26
年
４
月
分
か
ら
平
成
27
年
３
月
分

ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額
１
５
，

２
５
０
円
で
す
。
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機

関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に

よ
る
納
付
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し

て
の
納
付
、
そ
し
て
便
利
で
お
得
な
口
座
振

替
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料

を
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
け
な
い
方

に
対
し
て
、
電
話
、
書
面
、
面
談
に
よ
り
早

期
に
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
案
内
を
お
こ

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
強
制
徴
収

の
手
続
き
に
よ
っ
て
督
促
を
行
い
、
指
定
さ

れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
が
無
い
場
合
は
、
延

滞
金
が
課
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
※
納
付

義
務
の
あ
る
方
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の
納
付
が
困

◆
自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て

　

７
月
末
ま
で
の
自
己
負
担
割
合
は
同
一
世

帯
の
被
保
険
者
の
今
年
度
（
平
成
26
年
度
）

の
住
民
税
課
税
所
得
に
よ
り
判
定
さ
れ
ま
す
。

住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
の
方

は
３
割
負
担
、
１
４
５
万
円
未
満
の
方
は
１

割
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
25
年
12
月
31
日
時
点
で
世
帯

主
で
あ
っ
て
、
同
一
世
帯
に
合
計
所
得
38
万

円
以
下
の
19
歳
未
満
の
世
帯
員
が
い
る
場
合

に
は
、
世
帯
員
の
年
齢
と
人
数
に
応
じ
た
額

（
①
16
歳
未
満
は
１
人
に
つ
き
33
万
円　

②

16
歳
以
上
19
歳
未
満
は
１
人
に
つ
き
12
万
円
）

を
住
民
税
課
税
所
得
か
ら
控
除
し
負
担
割
合

を
判
定
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
上
記
の
判
定
で
３
割
負
担
に
該

当
す
る
方
の
う
ち
、
前
年
（
平
成
25
年
）
の

収
入
額
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き

は
申
請
に
よ
り
１
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

①
被
保
険
者
が
同
一
世
帯
に
１
人
で
収
入
額

が
３
８
３
万
円
未
満

②
被
保
険
者
が
同
一
世
帯
に
２
人
以
上
で
、

収
入
額
合
計
が
５
２
０
万
円
未
満

③
同
一
世
帯
に
70
歳
か
ら
74
歳
の
方
が
い
る

場
合
、
そ
の
方
と
被
保
険
者
の
収
入
額
合

計
が
５
２
０
万
円
未
満

◆
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

に
つ
い
て

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
被
保
険
者
は
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
保
険

医
療
機
関
で
提
示
す
る
と
、
ひ
と
月
の
同
一

保
険
医
療
機
関
等
で
の
支
払
い
が
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
に
と
ど
め
ら
れ
た
り
、
入
院
し

た
と
き
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

現
在
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
を
お
持
ち
の
方
は
、
有
効
期
限
が
平
成

26
年
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
御
使
用
に
な
る
た
め
に
は
（
８
月
中

に
）
申
請
手
続
き
を
し
て
、
新
し
い
証
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
26
年
度
よ
り
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
職
権
交
付
を
実

施
し
ま
す
。
次
の
条
件
の
全
て
に
該
当
す
る

方
は
、
申
請
手
続
き
を
省
略
し
平
成
26
年
８

月
１
日
よ
り
使
用
で
き
る
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
新
し
い
被
保
険
者

証
に
同
封
し
ま
す
。

①
前
年
度
に
限
度
額
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
現
在
も

該
当
し
て
い
る
方

②
平
成
26
年
度
も
引
き
続
き
住
民
税
非
課
税

世
帯
と
な
る
方

※
現
在
も
該
当
し
て
い
る
方
と
は
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
の
資
格
を
喪
失
し
て
い
な
い

方
や
住
民
税
課
税
世
帯
に
変
更
と
な
っ
て

い
な
い
方
で
す
。

　

２
つ
の
条
件
の
う
ち
一
つ
で
も
該
当
し
な

い
方
は
申
請
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
御
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
短
期
被
保
険
者
証
に
つ
い
て

　

通
常
、
被
保
険
者
証
の
更
新
期
間
は
１
年

間
で
す
が
、
保
険
料
の
滞
納
状
況
に
よ
り
通

常
よ
り
有
効
期
間
の
短
い
被
保
険
者
証
（
平

成
27
年
１
月
31
日
有
効
期
限
）
を
交
付
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
特
別
な
理
由
が
な
い
の
に
納
付

状
況
が
改
善
し
な
い
と
き
は
、
医
療
費
が

い
っ
た
ん
全
額
負
担
に
な
る
「
資
格
証
明
書
」

を
交
付
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
お
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課　

後
期
高
齢
者
医
療
係

　

℡  
８
８
・
７
１
９
２
（
直
通
）

　

群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

℡  
０
２
７
・
２
５
６
・
７
１
２
５

◆
大
腸
が
ん
検
診

◆
子
宮
頸
が
ん
検
診

◆
乳
が
ん
検
診

　

今
年
度
も
草
津
町
と
国
に
よ
り
『
が
ん
検

診
推
進
事
業
』
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

大
腸
・
子
宮
・
乳
が
ん
は
、
早
期
発
見
・

早
期
治
療
で
90
％
以
上
の
方
が
治
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
多
く
の
方
に
が
ん
検
診
を
受
診

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
対
象
者
の
方
に
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
・
検
診
手
帳
を
送
付
い
た
し
ま

し
た
。
具
体
的
な
受
診
方
法
は
個
人
通
知
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ぜ
ひ
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
用
し
、
が

ん
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

※
年
齢
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日

現
在
と
な
り
満
年
齢
と
は
異
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

◆
大
腸
が
ん
検
診

　

41
歳
・
46
歳
・
51
歳
・
56
歳
・
61
歳
の
方

アイヌの方々からの様々なご相談をお受けします フリーダイヤル0120－771－208
人権教育啓発推進センター

が
ん
検
診
推
進
事
業

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
・
検
診
手
帳

を
送
付
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

いでゆ　第595号 10



難
な
場
合
は
、
免
除
さ
れ
る
制
度
や
猶
予
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
草
津
町
役
場

住
民
課
又
は
渋
川
年
金
事
務
所
へ
ご
相
談
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

納
付
義
務
者
は
被
保
険
者
本
人
、
連
帯
し

て
納
付
す
る
義
務
を
負
う
配
偶
者
及
び
世

帯
主
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
万
一
、

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生

す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
保
険

料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料

免
除
制
度
」
や
「
若
年
者
（
30
歳
未
満
）
納

付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
住
民
登

録
を
し
て
い
る
市
区
役
所
ま
た
は
町
村
役
場

の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
書
は
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ

り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は
平
成
26

年
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
平
成
26
年
７

月
分
か
ら
平
成
27
年
６
月
分
ま
で
の
期
間
を

対
象
と
し
て
審
査
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
４
月
か
ら
法
律
が
改
正
さ
れ

て
、
２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
遡
及
し
て

免
除
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
失
業

等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
経
済

的
に
困
難
に
な
っ
た
も
の
の
、
申
請
を
忘
れ

て
い
た
た
め
に
未
納
期
間
を
有
し
て
い
る
方

等
は
、
一
度
、
役
場
の
国
民
年
金
窓
口
ま
た

は
渋
川
年
金
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

草
津
町
で
は
、
８
月
15
日
に
「
第
66
回
草

津
町
成
人
式
」を
開
催
い
た
し
ま
す
。
現
在
、

該
当
者
名
簿
を
作
成
し
て
お
り
ま
す
が
、
学

校
や
仕
事
な
ど
の
関
係
に
よ
り
草
津
町
か
ら

住
所
を
移
転
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
は
中
学

校
卒
業
前
に
転
居
さ
れ
た
方
で
、
草
津
町
で

の
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た

ら
、
草
津
町
教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

尚
、該
当
者
の
方
々
に
は
後
日
、出
欠
を
確

認
す
る
た
め
の
通
知
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

◆
日
時　

８
月
15
日（
金
）

◆
該
当
者

平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平
成
７
年
４
月
１

日
間
に
出
生
さ
れ
た
方

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会　

℡  
８
８
・
０
０
０
５

　

６
月
６
日
に
吾
妻
保
健
福
祉
事
務
所
に
お

い
て
、「
群
馬
県
親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン

ク
ー
ル
地
区
審
査
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
地
区
審
査
会
は
、
吾
妻
郡
各
町
村
の

３
歳
児
健
診
に
お
い
て
、
む
し
歯
の
な
か
っ

た
親
子
の
中
か
ら
代
表
者
が
選
出
さ
れ
る
も

の
で
、
郡
内
の
町
村
か
ら
合
計
８
組
の
親
子

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

草
津
町
か
ら
は
山
口
由
可
さ
ん
・
柚
さ
ん

（
ゆ
か
さ
ん
・
ゆ
ず
さ
ん
）
親
子
が
出
場
し
、

草
津
町
の
代
表
と
し
て
歯
科
審
査
及
び
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

吾
妻
郡
の
代
表
者
と
し
て
嬬
恋
村
の
親
子

が
選
出
さ
れ
、
７
月
８
日
の
群
馬
県
大
会
へ

出
場
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

草
津
町
で
は
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、
震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
派

遣
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
も
耐
震

診
断
を
希
望
す
る
町
民
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

◆
対
象
住
宅

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
在
来
軸
組
工

法
に
よ
っ
て
建
築
さ
れ
た
木
造
の
一
戸
建
て

住
宅
又
は
併
用
住
宅
で
、
平
屋
建
て
又
は
２

階
建
て
の
も
の
。

◆
募
集
戸
数　

10
戸
（
受
付
順
）

◆
募
集
期
間

　

平
成
26
年
８
月
29
日（
金
）ま
で
と
し
、
募

集
戸
数
に
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

◆
耐
震
診
断
に
必
要
な
費
用

①
耐
震
診
断
費
用
は
無
料
で
す
。

②
診
断
者
へ
の
交
通
費
と
し
て
３
千
円
の
個

人
負
担
が
必
要
で
す
。

※
建
物
の
平
面
図
が
無
い
場
合
は
、
図
面
作

成
費
と
し
て
別
途
１
万
円
の
個
人
負
担
が

必
要
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

草
津
町
役
場
土
木
課

　

℡  
８
８
・
７
１
８
４

第
66
回
草
津
町
成
人
式
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の
申

請
に
つ
い
て

「
平
成
26
年
度

群
馬
県

親
と

子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
地

区
審
査
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た

山口由可さん・柚さん親子

木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
派
遣
事

業
実
施
の
お
知
ら
せ

〜
生
活
・
く
ら
し
の
情
報
〜

第65回草津町成人式（昨年）の様子
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７
月
は
「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全

国
強
調
月
間
」
で
す
。

　

青
少
年
の
非
行
防
止
等
に
つ
い
て
、
国
民

が
理
解
を
深
め
、
さ
ら
に
関
係
機
関
・
団
体

と
地
域
住
民
等
が
相
互
に
協
力
・
連
携
し
て
、

青
少
年
の
規
範
意
識
の
醸
成
及
び
有
害
環
境

へ
の
適
切
な
対
応
を
図
る
な
ど
の
各
種
取
組

を
集
中
的
に
実
施
し
ま
す
。

◆
実
施
期
間

平
成
26
年
７
月
１
日
か
ら
同
月
31
日
ま
で

の
１
カ
月

・
１
日
目　

午
前
９
時
50
分
〜
午
後
４
時
50
分

・
２
日
目　

午
前
９
時
50
分
〜
午
後
４
時

※
受
付
は
両
日
と
も
午
前
９
時
20
分
〜
50
分

◆
講
習
場
所

　

バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー
ル

　
（
中
之
条
町
文
化
会
館
）

◆
受
講
定
員　

１
０
０
名

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

◆
受
講
費
用　

６
，
１
７
０
円

◆
申
込
期
間　

平
成
26
年
９
月
９
日（
火
）

〜
11
日（
木
）ま
で

※
甲
種
防
火
対
象
物
と
は
、
次
の
も
の
が
該

当
し
ま
す
。

①
：
旅
館
や
ホ
テ
ル
、
物
品
販
売
店
舗
な
ど

の
「
不
特
定
多
数
の
者
」
が
利
用
す
る
建

物
と
、
病
院
、
社
会
福
祉
施
設
及
び
幼
稚

園
な
ど
行
動
力
に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の

あ
る
人
々
が
利
用
す
る
建
物
で
、
収
容
人

数
30
人
以
上
、
延
べ
面
積
３
０
０
㎡
以
上

の
も
の
。

②
：
①
以
外
の
学
校
、
工
場
及
び
事
務
所
な

ど
の
建
物
で
、
収
容
人
数
50
人
以
上
、
延

べ
面
積
５
０
０
㎡
以
上
の
も
の
。

③
：
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
自
力
避
難

困
難
者
が
入
所
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、

収
容
人
員
10
人
以
上
の
も
の
。

▽
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

一
般
社
団
法
人
群
馬
県
消
防
設
備
協
会

〒
３
７
１

－

０
８
５
４　

前
橋
市
大
渡
町

１

－

10

－

７

　

℡  
０
２
７
・
２
１
０
・
８
２
２
２

　

℻  
０
２
７
・
２
１
０
・
８
２
２
３

　

h
ttp://w

w
w
.syouboun

et.jp/gun
m
a/

◆
日
時

・
種
ま
き　

８
月
７
日（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

・
鉢
上
げ　

９
月
４
日（
木
）

　

午
前
11
時
〜
正
午

◆
会
場

　

群
馬
県
立
中
之
条
高
等
学
校

◆
内
容

　

吾
妻
地
域
の
美
し
い
街
づ
く
り
・
環
境
整

備
を
推
進
す
る
た
め
中
之
条
高
等
学
校
に
よ

り
種
ま
き
と
鉢
上
げ
の
講
習
会
を
開
催
し
、

育
苗
し
た
苗
を
参
加
者
に
持
ち
帰
っ
て
も
ら

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
植
栽
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◆
対
象

　

吾
妻
郡
に
お
住
ま
い
の
方

◆
定
員　

30
人

◆
費
用　

無
料

◆
申
込
期
限

　

７
月
25
日（
金
）

◆
申
込
方
法

　

役
場
観
光
課
ま
た
は
中
之
条
土
木
事
務
所

企
画
調
査
係
に
て
申
込
用
紙
を
受
け
取
り
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▽
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

中
之
条
土
木
事
務
所
企
画
調
査
係

　

℡  
０
２
７
９
・
７
５
・
３
０
４
７

◆
日
時

　

平
成
26
年
８
月
１
日（
金
）

　

午
後
２
時
〜
４
時

◆
場
所

　

草
津
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
内
容

　

認
知
症
高
齢
者
及
び
ご
家
族
の
相
談
で

す
。（
予
約
が
必
要
で
す
。）

◆
料
金　

無
料

◆
担
当
医

　

中
之
条
病
院
長　

関
谷　

務 

先
生

▽
お
問
い
合
わ
せ
予
約
先

健
康
推
進
課
（
担
当
：
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
）
℡  
８
８
・
０
２
９
４

　

吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
消
防
本

部
内
で
、
甲
種
防
火
対
象
物
の
防
火
管
理
者

を
め
ざ
す
方
を
対
象
と
し
た
資
格
取
得
講
習

会
（
新
規
講
習
）
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

◆
講
習
日
時　

平
成
26
年
10
月
１
日（
水
）、

２
日（
木
）の
２
日
間

花
の
ゆ
り
か
ご
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
参
加
者
募
集

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講

習
会
（
新
規
講
習
）
開
催

〜
資
格
試
験
な
ど
〜

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全

国
強
調
月
間

専
門
医
に
よ
る
「
認
知
症
相
談

会
」
の
実
施
に
つ
い
て

１
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
係
る

非
行
及
び
犯
罪
被
害
防
止
対
策

の
推
進

２
．
有
害
環
境
へ
の
適
切
な
対
応

３
．
薬
物
乱
用
対
策
の
推
進

４
．
不
良
行
為
及
び
初
発
型
非
行

（
犯
罪
）
等
の
防
止

５
．
再
非
行
（
犯
罪
）
の
防
止

６
．
い
じ
め
・
暴
力
行
為
等
の
問
題

行
動
へ
の
対
応

７
．
青
少
年
の
福
祉
を
害
す
る
犯
罪

被
害
の
防
止

重
点
課
題
及
び
主
な
実
施
事
項
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●日　時：平成26年８月19日（火）　13:00～16:30
●会　場：中之条町ツインプラザ　交流ホール
●発表者：吾妻郡内各中学校の代表生徒13名
●問い合わせ：吾妻教育事務所　生涯学習係
　　　　　　　（TEL.0279－75－3370）
　毎年本大会では、中学生が幅広い視点に立って自分の
考えをまとめ、すばらしい発表を行っています。皆様お
誘いあわせのうえ、ぜひご来場ください。
　入場は無料です。
　なお、駐車場に限りがありますので、なるべく乗り合
わせでお越しください。

募集種目 資　　格 受付期間
（締切日必着） 試　験　日 試験会場 合格発表 待遇・その他

航空学生 高卒（見込含）
21歳未満の者 ８月１日～９月９日

１次　９月23日
２次　10月18日～23日
３次　11月15日～12月18日

１次　９月23日
勢多会館（前橋市）

１次　　10月10日
２次（海）11月12日
　　（空）11月７日
最終27年１月21日

入隊後約６年で３等
海・空尉

一般曹候補生 18歳以上27歳
未満の者 ８月１日～９月９日

１次試験
９月19日
９月20日
いずれか１日を指定されます。

太田福祉会館（太田市）
勢多会館（前橋市）
市民文化会館（前橋市）
相馬原駐屯地（榛東村）
新町駐屯地（高崎市）
中央公民館（沼田市）

１次　　10月２日
入隊後２年９カ月経過
以降選考により３等
陸・海空曹

２次試験
10月11日
10月12日
いずれか１日を指定されます。

相馬原駐屯地（榛東村）最終　　11月７日

自衛官
候補生

男子 18歳以上27歳
未満の者

年間を通じて行って
いますが、平成27年
３月・４月入隊に関
する受付は８月１日
～９月９日までとな
ります。

８月30日～10月26日の間でい
ずれか１日を指定されます。
＊ 新規学卒者は、９月16日以
降に指定されます。

相馬原駐屯地（榛東村）
新町駐屯地（高崎市）
いずれかを指定されま
す。

合格発表は、試験日
にお知らせします。

所要の教育を経て、３
カ月後に２等陸・海・
空士に任用
陸上（技術系を除く）
は１年９カ月、陸上（技
術系）・海上・航空は２
年９カ月を１任期とし
て任用（以降は２年を
１任期）

女子 18歳以上27歳
未満の者 ８月１日～９月９日

９月28日
９月29日
いずれか１日を指定されます。

相馬原駐屯地 11月７日

　資格欄の年齢の起算日は、募集種目により異なっています。高卒は、中等教育学校卒業も含
みます。試験の実施等は、変更される場合があります。
　詳しくは、下記までお問い合わせ下さい。また、この他にも各種試験があります。興味のあ
る方は、ご連絡下さい。

※試験の実施につきましては状況により変更及び中止になる場合もあります。必ず問い合わせてください。
◆募集コールセンター（受付時間12:00～20:00）フリーダイヤル 0120－063792　HPアドレス http://www.mod.go.jp/pco/gunma/

沼田市東倉内町227沼田市東倉内町227

℡ 0278-23-4111沼田地域事務所沼田地域事務所

平成26年度自衛官等募集案内
群馬地方協力本部

自衛隊群馬地方協力本部
TEL.027-221-4471

まずは、検索を！

第36回
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－重症化することを知らない保護者が６割も‼ －

　消費者庁に子どものボタン電池の誤飲に関する事故情報が多数寄せられており、入院が必要になるなどしていま
す。ボタン電池は、誤飲時に食道にとどまり、放電の影響によって短時間（僅か１時間）でも潰瘍ができて穴が開
いてしまうなどの重篤な症状を生じることがあり、場合によっては死に至るなど大変危険です。
　ボタン電池は、玩具だけでなく、時計、タイマー、LEDライトなど、子どもが
簡単に手にできる様々な日用品に使われていて、こうした製品で子どもが遊んで
いたことによる事故が多数発生しています。ボタン電池の危険性を認識し、保管・
廃棄方法に気を付けるとともに、ボタン電池が使われている製品の点検も行いま
しょう。

（１）誤飲事故の症状
　電池を飲み込んだ際に、消化管に接触した電池から電流が流れると、電気分解により電池の外側にアルカリ性の
液体が作られ、短時間で消化管の壁に損傷が起こります。そのため早く取り出さないと、消化管に潰瘍ができたり
穴が開くなどのおそれがあります。特に、コイン形のリチウム電池は、平たく幅が広く、食道等に停滞しやすいだ
けでなく、電池を使い切るまで他の電池より高い電圧をそのまま保持する特性があるため、誤飲した時の危険性は
より高くなります。
　また、胃内では、胃液で電池の金属皮膜の腐食が起こります。電池の中身（電解液）自体にアルカリ性液を使ってい
るアルカリマンガン電池などでは、アルカリ性の液体が流出して消化管の壁を損傷するおそれも指摘されています。
　写真２と写真３は、コイン形のリチウム電池が食道内に停滞して化学熱傷※１を起こした事例として小児外科誌で
報告※２されたレントゲン写真と内視鏡写真です。１歳前後の子どもがコイン形のリチウム電池を誤飲すると、食道
にとどまることが多いと考えられます。

※１　 化学熱傷とは、化学物質による皮膚・粘膜の損傷です。化学物質そのものによる細胞の障害や、二次的に生じる発熱作用など
によって局所の炎症や組織壊死が引き起こされます。

※２　大浜和憲他「小児期コイン型リチウム電池誤飲」小児外科Vol.40 No.11　2008－11,1252－1256 ページ

（２）事故事例
 〈事例１〉タイマーの蓋を取って遊んでいて電池を誤飲しカテーテルで摘出 
　タイマーの蓋を取って遊んでいるのを母親が発見。中にあるはずのボタン電池が見当たらず受診。腹部レントゲ
ンで胃にボタン電池を確認したため、マグネットカテーテルにて摘出。ボタン電池は黒色に変色していた。
 （事故発生年月：平成25年８月、１歳・男児・軽症）

 〈事例２〉おもちゃが壊れ、中のボタン電池を誤飲しカテーテルで摘出 
　おもちゃが壊れ、中のボタン電池を誤飲。最初に受診した病院で腹部に電池が
あることは確認できたが、マグネットカテーテルがなく、別の病院へ搬送、摘出。

（事故発生年月：平成25年12月、０歳・女児・軽症）

 〈事例３〉電池保管のケースの蓋を開けて誤飲、摘出手術後ICU収容 
　電池を入れておくケースの蓋が開いていた。丸い電池が１個見当たらず受診。
レントゲンにて電池を確認、摘出手術。手術後ICU収容。組織破壊が進んでいた
ため、食道に穴が開きかねない予断を許さない状態にて、約１カ月間入院。電池
は起電力３Ｖの新品のコイン形のリチウム電池。

（事故発生年月：平成26年１月、２歳・男児・中等症）

 〈事例４〉LEDライト付き耳かきの電池を誤飲し気管と食道に穴が開いた 
　引き出しの中に収納しているLEDライト付き耳かきが放り出してあり、子ども
がコイン形のリチウム電池を誤飲したことがすぐに分かった。病院にて９時間か
けて取り出したが、放電の影響で気管と食道に穴が開き、２カ月入院した。しば
らくは食事が取れず、固形物を受け付けなかった。

（事故発生年月：平成25年８月、１歳・男児・重症）

写真１　ボタン電池の形状（例）

写真２　１歳女児のレントゲン写真

写真３　１歳男児の内視鏡写真
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●フォトロゲイニングとは…？
　スタート前に配られる地図をもとに、制限時間内にできるだけ多くのチェックポイントを回り、
得点を競うゲーム感覚のスポーツです。しかも回るルートが自由なので、必要になるのは体力だけ
でなくチームごとの戦略とチームワークです。各チェックポイントに到達したら、あらかじめ指定
された風景を証明写真として残しますが、高得点を狙って走り回るも良し！好きな場所でのんびり
するのも良し！と、チームによって楽しみ方は様々‼ 
　子どもから大人までが同じフィールドで楽しめるフォトロゲイニングに　町民枠を設けさせてい
ただきました。

◆
競
技
日
程　

10
月
19
日（
日
）

◆
チ
ー
ム
人
数　

２
〜
５
名
（
チ
ー

ム
内
に
必
ず
成
人
を
含
め
る
・
乳

幼
児
も
１
名
と
す
る
）

◆
参
加
資
格　

健
康
な
方
、
交
通
ル
ー

ル
・
一
般
マ
ナ
ー
を
守
れ
る
こ
と
、

草
津
町
民
で
あ
る
こ
と

◆
参
加
費　

お
一
人
あ
た
り
５
０
０
円

◆
申
込
方
法　

草
津
温
泉
観
光
協
会

　

℡  
８
８
・
０
８
０
０　

福
田
ま
で

◆
申
込
期
間　

７
月
15
日（
火
）〜
９

月
30
日（
火
）ま
で

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
と
な

り
ま
す
（
先
着
20
組
）

◆
集
合
場
所　

草
津
国
際
ス
キ
ー
場

　

天
狗
山
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

◆
時
間

　

集
合
・
受
付　

午
前
８
時
30
分
〜

　

開
会
式　

午
前
９
時
20
分
〜

　

競
技
開
始　

午
前
10
時
〜

　
（
町
民
枠
は
３
時
間
で
の
出
場
で

す
）

◆
持
ち
物　

天
候
に
応
じ
た
防
寒
着

や
雨
具
、
飲
食
物
（
行
動
食
）、
保

険
証
・
身
分
証
明
書
、
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
ま
た
は
携
帯
電
話
（
カ
メ
ラ

付
き
）、
緊
急
連
絡
用
携
帯
電
話
、

筆
記
用
具
、
電
卓
、
コ
ン
パ
ス
（
方

位
磁
石
）

◆
賞
品　

上
位
３
チ
ー
ム
ま
で
表
彰

◆
問
い
合
わ
せ
先　

草
津
温
泉
観
光

協
会　

℡  
８
８
・
０
８
０
０

夏の県民交通安全運動夏の県民交通安全運動
７月11日㈮～７月20日㈰
  年間スローガン  

事故のない事故のない
　　群馬はあなたの　　群馬はあなたの
　　　　注意から　　　　注意から
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　草津町では放射線測定器を用いて、役場庁舎前で空間放射線測定を週１回のペースで実施しています。
測定場所：草津町役場庁舎前　地上50cm（北緯36°37′15″　東経138°35′45″）
測定機器：シンチレーション式環境放射線モニター　Mr.Gamma　A2700型
※測定値の単位は、「マイクロシーベルト毎時（μSv/h）」です。

測定月日 測　定　値 天　候 測  定  時  刻

６月９日 0.104 くもり 午前９時00分

６月16日 0.087 晴　れ 午前９時00分

６月23日 0.056 晴　れ 午前９時00分

６月30日 0.069 晴　れ 午前９時00分

測定結果 マイクロシーベルト毎時

◆環境設定は一切不要！　ネットショッピング感覚でご利用できます。

◆ご利用可能時間が長い！　仕事の後でも安心してご利用できます。

◆窓口や郵送での請求に比べ手数料が格安です！

窓口請求 郵送請求
オンライン請求

郵送で受け取る場合 窓口で受け取る場合

６００円 ６００円
＋郵送料

５００円
※普通郵送料はかかりません。

４８０円

【インターネットでのご利用先】
http://www.touki-kyoutaku-net.moj.go.jp
「登記・供託ねっと」に今すぐにアクセス！

【お問い合わせ先】
前橋地方法務局中之条支局
TEL.0279－75－3037

《かんたん証明書請求》

不動産や会社の登記事項証明書が不動産や会社の登記事項証明書が不動産や会社の登記事項証明書が

インターネットで請求できますインターネットで請求できますインターネットで請求できます

不動産や会社の登記事項証明書が不動産や会社の登記事項証明書が不動産や会社の登記事項証明書が

インターネットで請求できますインターネットで請求できますインターネットで請求できます

登記供託ねっと 検索

※現在の放射線量は、基準値以内で健康に影響を与えるレベルではありません。
※参考：国際基準　0.23マイクロシーベルト毎時（μSv/h）
　　　　年間１ミリシーベルト以下（1,000マイクロシーベルト ＝ １ミリシーベルト）
※ あおぞら保育園・小学校・中学校についても、現在の放射線量は健康に影響を与えるレベルではありません。

草津町における空間放射線量測定結果について（最新）草津町における空間放射線量測定結果について（最新）
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草津あおぞら保育園草津あおぞら保育園
誌上体験！探訪

保育参観
　たくさんの人に囲まれて
子ども達も緊張気味。
　でもお返事も歌もとても
元気にできました。

お散歩
　さぁ、お散歩に行きますよ。今日はレクの森に行ってみましょう。
　大きい子は小さい子の手を引いて歩きます。どの子も水筒を持って出かけていきます。
レクの森サイクリングコースでは何をしながら歩いているのでしょう。

「先生 みてみて！」「先生 みてみて！」
草笛楽しそう♥草笛楽しそう♥

　なにを話しながら歩くのかな？
　好奇心旺盛な子どもたちは、森の
中でたくさんの遊びを発見しながら
歩きました。

　梅雨の時期ですが、晴れ間を見つけてお散歩に出かけます。
　気持ちの良い空気を感じ、友達と手をつないで温かさを感じ、草や木
や足元に咲いている花を見つけては嬉しい気持ちを友達や先生に伝える。
　レクの森サイクリングコースには蝉の抜け殻がたくさんありました。
　こんな毎日を大切にしながら、ひとりひとりと関わっています。

７月11日～
８月10日までの予定

７月15日　身体測定
　　24日　誕生会
　　25日　 子育てハッピー

ルーム
８月１日　スイカ割り
　　５日　カレークッキング
　　　　　（年長児）
　　９日
　　10日　

夏期特別保育}

木にまたがり「まぜて、まぜて」木にまたがり「まぜて、まぜて」

年中児　りんご組年中児　りんご組 年長児　メロン組年長児　メロン組

セミの抜け殻　発見‼ セミの抜け殻　発見‼ 

これ、どう？これ、どう？ なにか見つけたかな？　隣の空き地で探検ですなにか見つけたかな？　隣の空き地で探検です
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湯之沢（ゆのさわ）地区の暮らし
　病気と闘いながらの生活はどのようなものだっ

たのでしょう。当時の湯之沢地区は生活に必要な

商店や物資は揃い、消防団や郵便局もあり、小さ

な町を形づくっていました。

　草津町で火事が起った時、真っ先に駆け付けた

のが湯之沢地区の消防団だったと言います。草津

町に町会議員も送り、発病していない子どもは草

津小学校にも通う事ができました。

　草津側でも買い物や商取引などで湯之沢を訪れ

たり、湯之沢のカフェでお茶を飲んだりしていた

そうです。子ども同士も仲良く遊んでいたりして

いたようです。

　このように、草津町とは比較的ゆるやかに交流

をしていました。これは、日本国内でも例のない

特別な地域間交流として、わが国のハンセン病史

に特筆されるものです。

湯之沢地区のことを知るために
　湯之沢のことを知るためには、草津聖バルナバ教会脇に設

置されている「リーかあさま記念館」を見学していただくほ

か（入場無料）、関連書籍でその活動を知ることができます。

○参考図書一覧（図書館で借りられます）

絵本『リーかあさまのはなし』（中村茂・小林豊・ポプラ社）

『写真集・コンウォール・リー女史物語』（リー女史顕彰会）

『草津「喜びの谷」の物語』（中村茂・教文館）

『かあさま　リー教母喜寿祝賀記念録』

『風雪の紋』（栗生楽泉園患者自治会）

『近代日本のハンセン病問題と地域社会』（廣川和花）

＊湯之沢地区とリー女史の写真は日本聖公会北関東教区の提供です。

草津聖バルナバ教会と「リーかあさま記念館」

リー女史と子どもたち（昭和８・1933年５月　喜寿記念の日）

コンウォール・リー（1857～1916）
　イギリス生まれ。

　大正４（1915）年、58歳の時に初めて湯

之沢を訪れました。翌年、草津に移住。

　質素な暮らしを送り、ハンセン病患者のた

めに尽くしたことは、当時でも大きな話題と

なりました。

　このようにハンセン病患者と向き合い献身

的な活動を行った彼女は、多くの人に信頼さ

れ、「かあさま」と慕われました。

　リー女史の実像は病者たちの語りや資料の

中に見ることもできます。

　現在、草津町民の有志が「コンウォール・

リー女史顕彰会」を組織（荻原利彦会長）し、

リー女史の草津での活動を中心に調査、研究

を行い業績の再確認をしています。
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こんにちは、図書館ですこんにちは、図書館です 草津を知る・シリーズ草津を知る・シリーズ㉘㉘

～ハンセン病と草津①～～ハンセン病と草津①～ “くさづよいとこ薬のいでゆ”“くさづよいとこ薬のいでゆ”
　草津町立草津図書館所蔵の資料から、　草津町立草津図書館所蔵の資料から、
　　温泉とともに歩んだ　　温泉とともに歩んだ
　　　長い歴史の1ページを今月もめくります。　　　長い歴史の1ページを今月もめくります。
　　　　ちょっと手を休めて、草津の歴史をたどる　　　　ちょっと手を休めて、草津の歴史をたどる
　　　　　旅にでかけませんか？　　　　　旅にでかけませんか？ハンセン病とは

　らい菌という細菌（ノルウェーのハンセンによって1873年

に発見）によって、引き起こされる慢性の感染症。治療薬がな

い時代には手足や顔の変形をもたらすため、差別や排除の対象

になりました。発病すると故郷を追われ、家族とも一切の連絡

や交流を断たれ、患者は隔離されたり、劣悪な環境の中での生

活を余儀なくされたりした時代もありました。

　感染力は非常に弱く、現代の日本では発病する人はほとんど

おらず、仮に発病したとしても治療薬で完治します。

　国内には国立と私立のハンセン病療養所が14カ所あり、約

1,940名の方が入所しています。それらの方々は病気は完治して

いるが高齢で重い後遺症と未だに消えない差別に苦しんでいます。

　草津温泉は昔から「万病に効く」とされ、全

国各地から病に悩む多くの人が訪れました。

　特に江戸時代には治安が安定したことや街道

も整備されたため、多くの湯治客が訪れるよう

になります。

　当時の医学では手に負えない病を治そうと命

がけで草津にやって来た人がおおぜいいました。

　その中でハンセン病（当時はらい病と言われ

ていましたが、現在では差別的な意味があるた

め使用していません）を発病した人たちにも

「草津の温泉は病気を治す力がある」と信じられ、

湯治に訪れていました。

御座之湯
　江戸時代の草津では「御座之湯」での

入浴がハンセン病に良く効くとされてい

ました。

　明治時代前半には一般の浴客とハンセ

ン病患者が入浴する２つの浴槽があった

と伝えられています。

　日本の近代化にともなって、ハンセン

病患者を排除していこうという風潮が強

まり、草津においても明治20（1887）

年に町が御座之湯を取り壊し、ハンセン

病患者を湯之沢地区に移住させました。

湯之沢（ゆのさわ）地区
　現在の煮川の湯から大滝の湯、中和工場のあたり一

帯を湯之沢地区と呼び、明治20（1887）年から昭和

16（1941）年の間、ハンセン病の人たちが暮らす、

草津の一行政区として存在していました。特に、大正

時代からイギリス人宣教師コンウォール・リー女史が

湯之沢地区に入り、学校、病院、教会等を造り、献身

的に患者たちに接しました。昭和16（1941）年にリー

女史は兵庫県の明石で亡くなり、同じ年に湯之沢地区

は解散。昭和７（1932）年に設立された栗生楽泉園

が大半の患者を収容しました。

冬の湯之沢集落

写真右上の現在の様子（大滝の湯入口付近）。
当時のものは何も残っていません。
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　今年で第38回目を迎えました、姉妹都市
であります葉山町との親善交流バレーボー
ル大会が６月７日・８日の２日間に渡り行
われました。
　この親善交流は毎年行われており、今年
は葉山町より約60名の方が草津町へ来草し、
好プレーが続出する中、熱戦がくり広げら
れ両町の交流を深めました。

　５月17日（土）、ぐんま武道館にて全国小学生学年別柔道大会群馬
県代表選手選考会が行われました。
　群馬県強化選手のみ参加資格のある選考会に草津町からは４名の
選手が参加しました。
　出場選手の健闘を称え、町民の皆さまにお知らせします。
　また、優勝した長岡采枝さんにおいては、７月に行われる関東合
宿に関東強化選手として参加し、８月17日に岩手県盛岡市アイスア
リーナで開催される全国大会に群馬県代表として出場します。
　出場された皆さんの今後の活躍を期待しております。

　

６
月
19
日（
木
）、
天
狗
山
プ
レ
イ
ゾ
ー
ン
に
お
い
て
第
14
回

春
季
町
民
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
勢
35
名
が
参
加
し
、
仲
間
同
士
楽
し
く
、
ま
た
日
頃
の
成

果
を
発
揮
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
選
手
の
健
闘
を
称
え
、
以
下
の
と
お
り
大
会
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

９
月
に
は
秋
季
大
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

T
op
ics

ト
ピ
ッッ
ク
ス

み
な
さ
ん
の
活
躍
を

み
な
さ
ん
の
活
躍
を

　
　

お
伝
え
す
る
ペ
ー
ジ

　
　

お
伝
え
す
る
ペ
ー
ジ

５年女子 －40㎏級 優　　勝 長岡　采枝
６年男子 －50㎏級 ベスト８ 本多　夏葵
　　男子 ＋50㎏級 ベスト８ 髙橋　大和
　　男子 ＋50㎏級 出　　場 両川　健介

【男子】
優　勝 岩野　安雄
準優勝 高原　忠雄
第３位 市川欽治郎

【女子】
優　勝 神保うた子
準優勝 北澤　節子
第３位 川島　洋子
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夏の青少年健全育成運動夏の青少年健全育成運動
平成26年７月15日～平成26年８月31日

７月号
鶯
の
初
音
聞
き
た
る
「
子
ど
も
の
日
」
孫
も
帰
省
し
稼
業
手
伝
う

 

中　

澤　

雅　

子

　

新
緑
の
シ
ー
ズ
ン
、
連
休
の
人
手
不
足
の
折
帰
省
の
孫
の
手
伝
い
が
頼
も
し
く
思

い
ま
し
た
。

草津温泉健康クラブ草津温泉健康クラブ

太極拳教室を太極拳教室を
開催します！開催します！

７月から太極拳教室を
開催します

◆日時：毎月第２・４木曜日
　　　　AM9:30～AM11:30
◆場所：草津町民プール２階
※９月からは総合体育館（剣
道場）で行います。

◆会費：１回　500円
※参加される方は直接会場へ
お出かけ下さい。

◆問い合わせ先：
　草津温泉健康クラブ事務局
　（草津町教育委員会内）
　TEL.88－0005

推進目標

「おぜのかみさま県民運動」を推進し、子どもたちに
安全・安心にインターネットを利用させよう

関係機関・団体

群馬県　群馬県教育委員会　群馬県警察本部　群馬県青少年育成推進会議
草津町　草津町教育委員会　草津町青少年育成推進員会

「おぜのかみさま」「おぜのかみさま」「おぜのかみさま」「おぜのかみさま」「おぜのかみさま」「おぜのかみさま」セーフネット用語

おくらない（写真）おお ○写真を要求するような人を信じてはいけません！
○一度流出した画像は回収できません。一生苦しむことになります。
○断ったり、無視できない時は保護者に相談しましょう。

ぜったい会わない！ぜぜ ○ネットで知り合った人に会いに行くのは大変危険です！
○子どもを狙う悪い人の罠かもしれません。
○どうしても会いたければ、保護者と一緒に会いに行きましょう。

のせない（個人情報）のの ○SNSサイト等などネットにのせたメッセージ、写真等から個人情報を
　見つけられ、悪用されることがあります。
○投稿の有無に関係なく、犯罪やイタズラは許されません。

かき込まない（悪口）かか ○悪口や脅しの書き込みは、名誉毀損、脅迫や恐喝などの犯罪になるこ
　とがあります。人を傷つけるような書き込みは止めましょう。
○ネット上でもいじめは絶対に許されません！

みない（有害サイト）みみ ○ネットには、有害で危険な情報があふれています。
○子どもを守るためにフィルタリングを設定しましょう。
○群馬県青少年健全育成条例により、18歳未満の青少年が使う携帯電話
　等にはフィルタリング設定が義務づけられています。

さがさない（出会い）ささ ○出会い系サイトに異性を誘う書き込みをすることは、子どもでも違法です。
○SNSサイトには、子どもを誘い出すことを狙う悪い人が沢山います。
　ネットで見ず知らずの相手との出会いを探してはいけません。

まもる（ルール）まま ○メッセージアプリやゲームに熱中し、体調を崩す、成績が下がる、また、
　ゲームの課金で大金を使った等のケースが増えています。
○利用する時間・場所・ゲーム等の利用料金など、家庭のルールを作り、
　保護者が子どものネット利用を見守りましょう。
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科日 内　　　　科 外　　　　科 休日夜間当番病院

７月13日
（日）

中之条町
四万診療所
（64）2136

嬬恋村
嬬恋村診療所
（97）3020

中之条町
吾妻さくら病院
（75）3055

中之条町
吾妻さくら病院
（75）3055

７月20日
（日）

中之条町
田島病院

（75）3350

草津町
草津こまくさ病院
（88）4321

東吾妻町
原町赤十字病院
（68）2711

東吾妻町
原町赤十字病院
（68）2711

７月21日
（月）

東吾妻町
加地医院

（68）2103

長野原町
長野原診療所
（85）2259

長野原町
西吾妻福祉病院
（83）7111

長野原町
西吾妻福祉病院
（83）7111

７月27日
（日）

中之条町
しまだ医院
（76）3435

嬬恋村
桜井クリニック
（97）3800

中之条町
吾妻さくら病院
（75）3011

中之条町
吾妻さくら病院
（75）3011

✚７月当番医予定表

・固定資産税・都市計画税 ２期

・国民健康保険税 １期

・後期高齢者医療保険料 １期

 納期限　平成26年７月31日㈭

今月の納税

＊７月25日（金）　劇団ブナの木
　「セロ弾きのゴーシュ」
・入場料：１人500円（３歳以下無料）
・開　場：午前10時30分より
　（前売りチケットはすくすくで）

◆問い合わせ先
　草津町社会福祉協議会
　TEL.88－1050

すくすく
インフォメーション

子育て家庭の応援団「子育てひろばすくすく」どうぞご利用ください

【開館時間】　月・水・金　12:00～17:00
　　　　　　火・木　　　10:00～16:00
　　　　　　土・日・祝祭日　休館
【場所】いきいきプラザ草津（保健福祉センター内）
◆対象…乳幼児（0～3歳児中心）とその保護者や妊娠中の方

上記の内容は変更になる場合があります

掲載を希望されない方は届け出の際
お申し出ください。

〈
ご
注
意
く
だ
さ
い
〉
専
門
外
の
疾
患
の
場
合
は
対
応
し
か
ね
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、

予
定
が
変
更
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、事
前
に
病
院
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お誕生おめでとう
※敬称略

地　区 氏　名 保護者

設
した

楽
ら

史
あや

乃
の

服
はっ

部
とり

蕾
らい

夢
む

山
やま

下
した

　 聖
せい

罍
もたい

　 優
ゆう

空
ら

お悔やみ申し上げます
※敬称略

地　区 氏　　名 享年

山
やま

口
ぐち

　ヨシ 90

佐
さ

藤
とう

　はま 92

木
き

暮
ぐれ

　
い　ね 102

𠮷
よし

岡
おか

　 勇
いさむ

86

24時間健康テレホンサービス
群馬県保険医協会では、

「24時間健康テレホンサービス」を
実施しています。

電話027-234-4970（ヨクナレ）に
かけると約３分の健康講話が聞けます。

プログラム
７月（１日から31日）

月曜／寝汗をかく
火曜／水いぼの治療
水曜／生理痛の知識
木曜／冷房と婦人科疾患
金曜／乳児期の生活習慣とむし歯
土・日曜／SIDS 乳幼児突然死症候群

☆直接相談タイム（医師対応）
３日（小児科・内科）・（歯科）は休み
午後７時30分～午後９時まで
※トラブル防止のため、お名前と
　電話番号をお伺いします。

平成26年７月～８月　予定表
月 火 水 木 金

７月21日 22 23 24 25
海の日
休館日

13:30～14:30
★ ピアノ＆リトミック
(参加費200円）

自由ひろば 10:30～11:30
★ ベビーマッサージ
（参加費200円）
14:00～15:00
★ ママ＆マタニティヨガ
（参加費200円）

10:30～11:30
＊劇団公演ブナの木
セロ弾きのゴーシュ
保健センター多目的室
★ハッピールーム
15:30～16:30

28 29 30 31 ８月１日
自由ひろば 10:30～11:30

★ 水てっぽう遊び
（かき氷のサービス！）

自由ひろば
15:00頃から
★ 小児科医との座
談会

（個別相談要予約）

10:30～11:30
★ プール遊び
（タオル・着替え持参）

自由ひろば

草津温泉感謝祭

４ ５ ６ ７ ８
自由ひろば 10:30～11:30

★ スイカ割り
(参加費100円）

自由ひろば 10:30～11:30
★プール遊び
（タオル・着替え持参）
13:00～14:00
★歯科衛生士～
お口の話
（参加費200円）

自由ひろば

11 12 13 14 15
自由ひろば 10:30～14:00

★ バザー＆かき氷
（13:00～14:00）
5点100円 出店可

自由ひろば かき氷のサービス！
（13:00～14:00）

自由ひろば

吾妻郡医師会ホームページにて最新の当番医表をご覧いただけます。
http://agatsuma.gunma.med.or.jp/resident_001.html

本誌「我が家のアイドル」コーナーでは４歳
未満のお子さんの登場をお待ちしています。
問い合わせ先：総務課 TEL.88－0001

※地区、保護者については印刷版の広報に掲載してあります

いでゆ　第595号23



タウンデータ

人口・世帯数
（26年７月１日現在）

男
合　計

転　入
転　出

3,354人
6,835人

19人
39人

女
世　帯

3,481人
3,431世帯

入り込み客数
（平成26年５月分）

合　計

宿　泊

日帰り

233,152人（100.59%）

156,486人（100.25%）

75,689人（101.29%）
（　）前年対比

編集ミニ後記
操法競技大会のお手伝いと併せて取材をしました。強固なチームワーク、磨き上げた心技体、雄雄しい姿
に感動しました。仕事も違う人達が有事には一つとなり団結する。本当に心強い存在と感じました。 （た）

日 月 火 水 木 金 土
行事の実施場所及び問合せ先
◆○保 …保健センター　℡88－5797　　　◆○観 …観 光 協 会　　℡88－0800
◆○図 …図　書　館　　℡88－7190　
◆○総 …総　務　課　　℡88－0001
◆○教 …教育委員会　　℡88－0005

11 12
・広報いでゆ
　７月号発行日 ・草津よいとこ!!

　ツーデーウオーク
　（12日～13日）○観

・おはなし会
　（11:00～）○図

13 14 15 16 17 18 19
・胃・大腸健診
　（6:00～8:30）
・子宮・乳がん検診
　（13:30～14:00）
　○保

・機能訓練（9:00～）
・健康相談
　（13:30～）○保

・小・中学校１学期
終業式

20 21 22 23 24 25 26
海の日

・育児教室「すまいる」
　（9:30～）○保
・廃品回収○教

・機能訓練（9:00～）
・日本脳炎２期・BCG・
　ヒブ・小児肺炎球菌
（13:30～）○保

・胃・大腸健診
　（6:00～8:30）○保

・胃・大腸健診
　（6:00～8:30）○保

27 28 29 30 31 8/1 2
・乳児相談
　（10:00～）○保

・１歳６カ月児健診
　（13:30～）○保

・手作り離乳食講習会
（13:30～）○保

・日本脳炎２期・小児
肺炎球菌（13:30～）
・認知症相談会（指定
された時間）○保

3 4 5 6 7 8 9
・スプリング研修会
（運動）（13:30～）
　○保

・食生活改善推進員
研修会（10:00～）
　○保

・機能訓練（9:00～）
　○保

・子宮・乳がん検診
　（13:30～14:00）
・ベビールーム
　（10:00～）
　○保

・広報いでゆ
　８月号発行日

小学５年生・臨海学校 第46回草津町民海水浴
神奈川県・葉山町（24日～26日）

第69回草津温泉感謝祭○観

「わが家のアイドル」は
印刷版の広報に掲載してあります

情 報 電 話 帳
草津町役場　88-0001（代表）
・会計課  88-7185　・住民課  88-7192　・福祉課  88-7189
・観光課  88-7188　・税務課  88-7186　・温泉課  88-7182
・企画創造課  88-7193　・上下水道課  88-7183　・土木課  88-7184
・議会事務局  88-7191　・教育委員会  88-0005
・健康推進課（保健センター）  88-5797
・生活環境課（クリーンセンター）  88-2407
・図書館  88-7190　・あおぞら保育園  88-3289　・総合体育館  88-5288
・草津小学校  88-2156　・草津中学校  88-2227　・町民プール  88-1130
・社会福祉協議会  88-1050
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７月の
行事予定表

　いよいよ夏本番ですね。
　お祭り、イベントが盛りだくさんで
すが、熱中症にはご注意くださいね！


